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　　　　以　上

1・緒　　　需

生編査方法とし9…i－1如e重・・tは比較的簡糊瞭にして實丹1的である．鰍興

の實施が急激であつt…“け撫訪淘・つ匠も髄の結果についても乃鰯キれ醐す

る繍方灘つbても未徽の問題が獅．吾効糊魁せる…噛。。1観はれる

生縣の白き汚斑の如跳重要な其の・一一・つたる事鉄ふ軸と思ふ。

期原断線が糊せ喪も・eri伽eに働嫡て畑匪生緬白き灘（白
縞）瞭之もの砒し蜥の献羅見らる・朧し止むを儲糠である．・92咋

1月Unit・d・t・t・・T・sti・…　C・mpanyに於て翫さ畑米生緋式翻の蠕2…

職談となつたの輪めとして共の徽々掬斥舗鋸るがその原臨馳究明せる
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ものがない。我國に於てもseri・planeが實施以來既に蛮見されて居るけれど殆ど共通

的生綜の欲勲叉はseri－planeの雛械的障害に依り生する欲瓢の如く解されて居つたよ

うであるが最近某大製縣愈砒の優等生線こ比較的多く現はれ漸く淀意を引くに至つた。

然らばseルplalloに現はれる肖き汚斑は果して重大な歌職であるか。共の原因共の豫

防如何について暦々の得た結果を揚げつ」吟味しやうと思ふ。

IL　白縞の形llk並に其の顯微鏡的及び器械的’樵査i

　ユ、白縞の形状

　白斑は黄繭綜白繭縣を問はす20Panelsを槍盗すれば白縞の一二P翫nelsを見1：IGさない

ものは殆どない。多きは牛藪以上のPane1に現はれる場合がある。其の形ll尺・一一定せざ

るも肉眼を以つて認識し得るものを大髄類別すれば第一岡に示す如く五種を得るe

　（1）　は最も多く明瞭に現はれる形である、次で（2・）（3）（4）の順に現はれ（の

　　　　　　　　　　　　　　　　　（第　Wh　圃）

｛1）　　　　　（2♪　　　　　（3）　　　　　14）　　　　　｛5）

は白縞と云ふよりもleri－plalle縣面上のitv’ll條斑の：如く或は汚損せる如き感を呈するも

のである、如斯白縞もSeri－pl匿Uleを直角に蜘覗す馴1寺には生綜の反射光線張く明瞭に

認め難琶ものであるが板を適鷹に傾鼎する時殊に水銀燈を以つて照明する場合に白縞

を極めて明瞭に認め得るものである。第二岡は實物の一一例である。　　　　　・　　　　　　、
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　2・顯微鏡的槍査

　ド1縞を生ぜる生綜の一一本をとり注意深く検するに肉眼を以てしては汚斑部と他の部

とを認別する事能はざるものであるが之れを300倍の顯微鏡を以て鏡検すれば汚斑部

は他の部分の如くt　el’icin準滑ならす凹凸甚だしき粗面を呈するを見るのである。第

ヨ嗣は共の腐虞である。

　脚ち白き汚斑は生綜の表皮を形成する9．　ericinが凹凸甚しき粗颪を呈せる爲めに光

の反射は齪れ斯かる生綜が集合する際にその散光を明白に肉眼に映するものなる事を

認むるのである。而しで其の部を精練しsericiuを1除去しfibr’ohnを鏡槍比較するに何等

叢異を認め難きよりして白き汚斑は主としてserich1の障害に依るものなるを認め得

やう。

　3・暑渤戎白勺堵金諮…

　汚斑部が生綜謁位に如何なる攣化を及すか、此らに翻する器械的槍査としてrrT式

富erigraphに依る強伸力及びseemのCohesion　machineに依る抱合試験の結果を示す。

　　　第一裏

繰　綜　法

孕　沈　緑

沈　　　繰

汚磁の宥無

游斑無碁もの

游斑有るもの

海斑無匙もの

游斑有ろもの

汚斑無垂もの

游斑i有るもの

海斑無きもの

浩斑有るもの

馳．塵

・儒

・｛　　14．7

　　14．7

・儒

・｛　　15．0

　　11．2

張　　力
軍位グラム

　9422

50．4

46．3

47．4

45．5

48．4

46．6

34，6

ww・b。＄・二陶，ン

張　　　　力
輩位グラム

9，

3．19

3．15

3．15

3，22

3．40

3．72

3．10

3．09

伸　　度

　％

　％
12，6

12。9

20．2

14．7

17．4

16．S

18．6

15．2

才包　合

回　激

慨
432

363

710

637

800

350

753

639

　上一Xteある・・b・　e・　cl・の2Fk・2個の・・坤1・購同一小搬嫌つた溺Eのある部分

1と無き蔀分とのsampleについて試験し艶結果の代表的のむのである。其の結果を見

る剛助は汚斑の有無に働羅髭孫せぬ様である洲帳は幾分γ房斑ある方が劣つて縄

場合瀞い誤の抱合に至つて尉婁曙は・購にして潮捕する生総手齢と鍍

が他のものより劣り弧力には大した影響を及さぬ黙よりして前項（2）に考察せ’る白汚

斑はserieinの障害に依る事を確認して諮支ないと思はれる。

　以上の如く白き汚斑部は何等かの原因に依つて生懸の外皮をなす・・…i・ii・の凹凸甚

だしき粗面に謝する反射光線が他の雫滑なる部分と異なるに依るものであつて斯かる

部分が密に集合する場合に明白に白縞として映するものである。而してそれは主とし
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てsericinの陳害であつて生綜の本質的歓鮎として掲げる程度の歌黙でないかも知れ

ないが外皮，e，i，i。の階であつても所謂生縣の解鰯は勿論書包舗しく劣りf暖

に於ても然らざる部分に比し不良なる結果を示して居る。（本質的鋏黙なるや否やに關

して尚實験中である）

III．　汚斑成因に封する探究

　白き汚斑が生縣の表面雫滑ならざる何等かの原因によりscrieiuの障害を受け充るも

のとすれば繰綜からseri－1）laiie　tes　t迄IC方窓ける諸工程中斯の如き場合は何時如何にし

て起るか、斯く考へ來る時先づ生縣に醤し蜆則的にtensiouに1皮動を起しtellsiOllの

増加せる部分に鐘裂を生ぜしめ或は外的摩擦等の障害を受け他の部分と光線の皮射IVI

態を異にする場合及び枠角の固着と共の離脱歌況に依る障害等の吟昧を必要とする。

　1．巻取張力の生綜に及ぼす影響

　生綜に張力を與へる時は其の張力を受けたる部分は光澤を失ひ他の部分に比較し白

味を幣ぴるものである。故に斯の如き作用が適當に規則正くし與へられるならば生縣

に白き汚斑を生じ白縞と見え得るは想像に難くない。

　棚橋技師は生縣の舜畢性曲線の分辮的研究に依り生懸は5～6％の伸張を受けsericin

が全膿に渡つて破壌されるものとしてゐる。而して此の現象が實際の場合に起り得る

か、起り得るとすれば生綜の白き汚斑と何等かの關係無きやを楡する爲めに次の如費諸

實1験を行ふ。

　實験a生縣の伸張と張力及其の愛化

　方法　織度同一なる普通の耽燥生綜をとり此れに各々o・5％、1％、1・5％、2％、3％…

12％とHT式serigτaphを以て伸長を興へ之れに要する弧力を槍し其の場合に於ける

生縣の攣化を鏡検したのである同様の實瞼を生縣をllo°Fの水に2分闇浸漬して行ふ

　結果之れを表示すれば次の如くであるa（第四岡参照）

　　　第二表生縣（普通乾燥程度）の伸長と此れに要する

　　　　　　　張力及び其の題裂歌態

生繍二興へt：伸長

0　％
0，5　％

1．0　％

1，5　％

2．0　％

3．0　％

4，0　％

生綜i墜化の状態
攣化なし

同

聞

同

t，1三継表面に極めて淺き馳裂な認む

坐縣全両に渡り裂目怨認むうも甚1塒し

全面に渡り淺き裂目な認む

張　　　力

　9
0，0

7．5

ユ5．0

18。7

22．5

27，7

32，寄
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5．0％ 全膿に渡り明かに深告砲裂な認む 37．1

　6．0　・！．　　　　　　／o

剛逸裂の深みな櫓す 40．5

8．0　％ 全鵬に渡リよリ深き晒劉認む 44．3

10，0　・／　　　／o

全艦に渡り太く深き亀裂を認む 48．5

ユ2．0　％ 同鞄裂の数な壇加す 52．5

吸灘ぜしめアこる巫綜は雛％伸長迄生繍二鶉裂な生ぜす

　備考　供試坐綜zF均繊度20．5denier．（黄繭練）

　　　　仲長な與へし時の外氣温79°F　灘度70％

　　　　亀裂と組裂との闇隔は0．OOO16・－O．OOO3m．mであるo

　第二表に見る如く普通の乾燥歌態にある21中の生綜は2％の伸長を受くる場合に約

22・5gの張力を要し多少sericinに題裂を生する。　5％に於てilk　37・lgの張力を要し殆

どserieSn暦の底部迄裂け8％に於てはsericinは鞄裂場脈ζ於て分離し棚僑氏の理論

に一致するを見る。而して一定の張力に封する伸長は繊度小なるもの程大にして障害

を受け易きことは云ふ迄もなレ・。然しながら此等障害による魑裂鏡楡の結果は白き汚

斑部の鏡槍の1伏態と異なり題裂は鵬裂と見へsericiliの不規則なる凹凸を見す。此の

窮實と吸漁せしめたる生綜を24％1中長せしむるも爾臆裂を生ぜざる事とは伸長による

鷹裂が白縞の原因ではあるまいと思はせるものである。

　實瞼b・揚返張力　（Rereeliug　Tension♪

實瞼批に於て伸長張力魑裂の關係を知る事を得たがEEi　bC揚返作業に於ける張力如何を

矢ロる爲めに實験1）を行ふ。

　方法小枠生継を常温にて就燥せるもの及60叩の水を吸漁せるものを揚返にかけ

小枠と絡交桿との距離100U°L、　SOcnl、60cm、と攣化し共の張力を張力測定器に依り測定

しだのである。

結果

第三表揚返張力衷

大枠巻取速度

@　meter

小枠より絡交

??ﾌ距離

小枠生1隠の吸漁ぜるもの ノ』、椙ヒ4三綜の乾繰ぜるもの

100c111　　　　80Cln　　　　60cln 　畠@　　　　　　　　一一闇雫一丁｝
P00cnl　80Cm　　60しm

1451n／m

P73

Q09

張　　　　力

@　9「am

0、35　　0．43　　0．45

O．40　　0．50　　0．50

O．50　　0．50　　0，55

0．80　　0．80　0，85

O．70　　α80　　0．90
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　第三表に示す如く揚返張力は小枠と絡交桿の距離を短縮する事により多少増加する

ものであるが一般に小枠生継に吸漁せるものは0・3－0・7gramにしで乾燥せるもの帥ち

固着せるものに於ても玉・1gmm以下である。

　實験a及びbを蓮槻するに普通の14中生縣の揚返作業に於ては吸漁せしめ拒場合は勿

論乾燥歌態に於ても極めて僅のMi長を受くるのみにてsericillには創等の障害を與へす

　9dcnierの細懸に於て乾燥朕態を以つて揚返しする場合にても0．3％内外の伸侵を來

すのみである。依つて揚返作業中には白縞を生すべき障害を受ける事なしと認む。’

　實験c・　再繰張力　（Windillg　Tension）

　然らば紹をhobbinに巻く暫繰作業には如何此の場合生綜の乾燥状態に於て行はれ

且bobbinの廻縛によりswiftを廻榑ぜしむるが故に張力が大なるべき筈である。而

して此の轟繰張力が生細τ白縞を生ぜしむる如き影響を與へるや否やを知る爲に實験

cを行ふ。

方法生弄総を8勤榊坤’C・軸より出たる・wif口耐1け1）・1・bi・Lの巻取速度を

130m及155mに攣化し其の張力を張力測建器に依り測建し7cのである。

　結果

　　　第1，H表　再繰張力

巻取劃噛張刺　繊饗墜＿＿一
ユ30m／m

P55m！m

　9
P0．5

@9
P2．5

何れも認めざるも切蜥ぜる揚合
ﾍ切蜥灘iより一meter以内には
ｾかに認む

　備考　供試縣繊度13．5denie了白繭綜

　　　swift　の重鑑・32791’am

　第四表の如く再繰張力は揚返に比し～些だ大であって2F均10及至13grεuuである此の

ユO－・一・13　stramの張力に劃し伸長は21中生綜の場合にユ％以下であつて稲裂を生じない

筈である（第二表：参照）

　然しながら同じ眼力に封し繊度に細太の差ある場合には伸長度を異にする纂は容易

に首向される事である此の關係を明瞭に知る爲に次の實験を行ふ。

　　實馬愈　（1　　　　　繊度とイ申喪

　　方法9，01S．r）21．528、5　deiユierの白繭懸を1－1・’1’・式SerigraPhに依り1帳に

　　　　　劉’する張力を求めたのである）

　　結果　其の雫均贋を第五表に示すo
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第五表繊慶と伸長及張力

伸 度 張 力 （gram）

oノ
^o

繊度denier 5 9．0 13．5 215 2S5
」

1 8．4 12．7 17．6 27．0

2 1L8 17．6 25．7 39．0

3 13．6 20．1 32．3 45・0

4 15・3 22．2 36．5 49．5　　　　　　1

5 16．6 露4．3 40．1 53．6

6 17．S 26．3 43．o 57．4

7 ユ8．9
●

28．4 45．4 61．1

S ユ9．8 30．2 ・L7．9 64．7

9 20．7 32．3 51．6 68．2

10 21・6 34．0 54．0 71．6

　第五蓑に示せる如く例へば5％の伸畏に劃し9・Odの生綜は16．6911amユ3，5dに墾寸しては

24・3gram　21．5dに封しては40・1graln28・5（1に装」しては53．6grをUI1にして伸長iと之れに要

する張力との關係は大艘繊度の細太に比例して居ることを知る。

　而して第四表の10乃至13gr既mの張力は13・5dに封してであるから此の程度に於で

ぱ他に障審なき限り約2％以内の伸侵なる慕を知る。從つて生｝綜に細斑がなければ難

裂を生することなき筈である。故に再繰張力も亦特別の場合以外は生綜に白縞を生ぜ

しむる如き障害を與ふるものではないのである。

　以上の結渠よりして巻取張力に依る醜裂はS雨一Plalle¢）白縞の原因では登くない。

　2・枠角の固蔚

　小枠及大枠に生綜を巷附くる際枠角の部綜暦の弾墜に會ひ若し生継のsericiuが乾

燥し居らざる時は互に膠着し所謂圃着の現象を呈し生縣の品位を下落させるものであ

る。吾々は此の固着現敦がsericinの汚斑即ち白縞の原因なることを次の實瞼に依i）

立諮することを得たのである。

　a．小枠及び大枠生縣を干燥し共の生綜の枠角部をとり鏡楡せるにIIの（2）に示せる

seri－pline上の汚斑部の鏡槍せるものと全く同一朕態なるserieinの凹凸甚だしき粗

面を磯見したる事。

　’b．seri－plaueの一一汚斑音阯同縣條の次の汚斑部との距離が枠乎の一・経の長さに一致

する事。

　3．白縞現出方法

　枠角固蔚ぜる生懸はseri－Plancの倒團と粋手の一邊との關係を調節する事に依って

任意に白縞を明瞭に現出せしめ得るものである。例ばser三・plalleの浸さユ35・6cm巾460
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。m厚さ3．SCn澗園99．Geln小枠♪埆一毯の長謡勺9・9・・11鞭1約59・4・mなる時別1帳

さ13，m，P3．8cm駆・．16・mの職齢鰍靴1し・eri－P1・・eの1姻を・…e1碗3・2・・n

迄増加し得る様になし置く。

今周園・9．4，磁る枠e・C生綜蜷麟の周園が6・・3・ml・増加して居るとすれば義の

長さは・・．・r・elnとなる．又枠の糸絞巾…4cmにして枠四剛廓につ辮交一籔なすも

のとすれば一…枠角より次の枠角迄の生縣の長さは約10・09cmとなり10・05cmよりも0．04

。m増加して來る．斯か獄態励急て直ち臨総・e・玉脚・1・蜷レナば第一＾瀦の第

＿禰部聯二撒の第一枠角部と次焔互にL・・m宛距たるを以噂労斑部を白縞と

して現出ぜしむること不可能となる。此塵に於て用意せる厚紙5放を重ねseri－plane

の周團を101．2cm　となす時は第一懸條第二第三懸條の団着部（汚斑部）はO・3cmの

距りを持って並列する事になり明瞭に白縞を現出するのである。

期の如く購簾階の極めて鰍のものに於て熔易｝観禺し得る鞭よりして生

縣硝き醐はse・i・pl・・1e．ヒ硝縞として現はれると否とを問は牲緑の共通的灘li

と噺するも敢て過言ではあるまいと思ふ。

　　Iv．　汚激匠豫防方法

生縣の白き汚斑は殆ど生綜の撫的露繍と見倣し得る程鋤にあり・典の原因榊

角の固萢にある以上其の豫防或は回復は帥ち枠角の圃着防止乃至回復を計るにある。

枠角の購繊は蜥の緻搬・榊のua方生細乾燥の髄に依娯翻蕪は一般

に認められて居る慕柄である。

　從來揚返法に生揚と乾揚とあり漁湯も冷水からユ00°F位迄のものが用ぴられ其の特

失を論じて居る。而して其れ等は結局皆前記固着原因に關係する裏項と見倣さるるが

故に之れが汚斑状態を調査すべく實験を試みたのである。典の方法及結果次の如くで

ある。
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　上表に依れば汚斑より見て乾揚の漏湯を100°Fとせるもの良好なれども他の方法に

依るものよりも著しく強力伸度が劣つて居る。故に此の方法には汚斑以上の罎顯ある

を見逃す事は出來ない。

　生揚は小枠角の固着を來さぬ内に揚返すが故に小枠角固藩による汚斑は菟かれるが

生綜に水分多く大枠の枠角固着し易く且抱合不良強伸力賜き結果を見る。
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　而して小砕の乾燥ぱ固着を生起し其の回復は冷氷を以て漁す事に依り回復し得ざる

を知る轟が出來る。

　斯の如くにして一般揚返方法を以℃しては到底豫防叉は回復の完全を期し汚斑を絶

甥に無くする事は出來ない。然しながら汚斑原因並に揚返方法の實瞼結果より見て豫

防回復醐の存在を認め考案せる藥液を使用する事に依り縣質を損傷することなく回復

豫防する事を得たのである。

　　　v・総　　　括

　實験の結果を総括すれば次の如くである。

　1・生綜の自き汚斑部を鏡楡すれば綜條の外園を包めるSel’ieill他の部分の如く雫滑

ならす凹凸甚だしき粗面を呈し共の粗面に謝する光の反射は齪れ汚斑部の多数集合す

る時その散光を明白に肉眼に映ずるものであつてSeri－plalleの自縞はその一例と見る

可きである。

　2・汚斑部の存する生懸は生赫橡査上汚れ歩合多きは勿論その部分の器械槍査の結某

伸度少く抱合不良である。然しながら實験の範團内に於ては主としてSerlcinの障害

であつて本質的障害ではなbようである。

　3・汚斑の原因は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　a・揚返及再繰張力の爲め生綜に猫裂を生じた爲ではない。211ち揚返張力は縮裂を生

する程大ならす叉再繰張力は揚返張力より遙に大なれども而も特別の陣害叉は細斑な

き限り継裂を生する程の伸長を來さない且つ魑裂も等しく汚斑を呈しても鏡槍の結果

汚斑部と鵬裂部は全く相違して居る事から之れを否定する事が嵩來る。

　b・Seri－plan上の・・－n汚斑部と同綜條の次の汚斑部との距離が繰枠の一擾の長さtc－一

致する事及び鏡槍の結果よりして汚斑の原因は繰継及び揚返の枠角の固着現銀に依る

ものなる事を認むe

　4・　Seri－plane上の白縞はseri　－1）laneの周園及枠の一避の長さを調節する慕に依り容

易に現出ぜしめる事を得るものである。

　5・斯の如き生綜の白き汚斑は程度の差こそあれ生懸の共通的欲瓢と認めt！尋る程多数

に存在するものである。

　6・揚返方法として生揚は小枠角の固漕を防止し得るも大枠角の固着を防止し得な

い。又乾揚の｛晶湯を冷水とせるものは大枠小枠≠与に固着を防止し得す漁湯を100°Fと

せるものは大腸固着を回復防止し從てSeri－Plancに白縞を生ぜざるも生綜の強伸力を

減する敏顯を伴ふ。

　7・吾々は生縣に障害を奥ふる寓なく生綜の白き汚斑を全く除き得る枠角固着の回復

防止剤の存准を認める。　　　　　　　　　　　　　昌　　　　　　以・上


